
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ニュースレター 第４２号

平成２９年１１月１日発行

こんにちは。院長の久田和明です。今回が引き続き４２号となります。本号では、歯を抜か

ないように歯ぐきのトラブルを説明します。家族の皆様でご覧ください。

 

０５６６－２１－０２１１

 

 
 
 
 
 

 
 

私達の歯ぐきはとてもデリケートです。お口の中の、色々なトラ

ブルで敏感に反応し「腫れ」という形で警告をしてくれます。気を

付けて観察していれば歯を失わずに済むことも・・・。一体どんな

警告なのでしょうか？

☆ 歯が抜ける「沈黙の病気」

歯ぐきが腫れる原因は大きく分けて２つ。そのひとつが「歯周

病」です。これは歯と歯ぐきの間に入り込んだ歯周病菌が炎症を

引き起こし、歯を支える骨（歯槽骨）を溶かして、最後には歯が抜

けてしまう病気。成人の８割が抱えているとされ、自覚症状のな

いまま静かに進行します。

そんな沈黙の病気の貴重なサインが歯ぐきの腫れ。さらに出血

もあるならば、かなり高い確率で歯周病です。たとえ腫れや出血

が一時的に治まっても、歯周病が治ったわけではありません。早

期発見・治療が大切ですので、早めに受診してください。

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京極歯科

〒４４８－０８４４ 刈谷市広小路３－３３ （木・日・祝は休診です）

電話予約 ☎ ０５６６－２１－０２１１

ネット予約 インターネットで 刈谷市 京極歯科 で検索してください。（２４時間対応）

ＨＰ… http://www.kyougoku.jp/

 
久田 和明 

歯学博士 

歯科理工学専攻 

趣味はゴルフ 

☆ 歯の中から「膿」が飛び出す！
そしてもう一つの原因が「歯の根の病気」。歯の神経が死ん

でしまったり、治療をした歯の根にトラブルが発生すると、

歯の内部に膿がたまっていき、やがて行き場をなくして外に

出ようとして、歯ぐきが腫れます。放っておけば、歯周病と

同じように、次第に歯槽骨が溶かされ、やがては歯を失う

ことに・・・。膿が出たり、腫れがひいても決して安心はでき

ません。
 

☆ 腫れたときの対処法
このように、歯ぐきの腫れは歯を失う病気の前兆かもしれま

せん。また、実際には他にも原因はさまざま。なお、夜間・休

日など、病院が対応できない時に腫れて痛むときは、応急処

置として冷やして市販の痛み止めを飲んでください。ただし、

飲酒は血行が促進され、痛みが増幅するので控えます。ま

た、軟かい歯ブラシを使い、仕上げにうがい薬でお口の中の

殺菌・消毒を。もちろんその後は、歯科医院の受診を忘れず

に！！

 

 

 

 

 

 

歯の根のトラブルが

発生すると、根の先

に膿の袋ができる 
根尖病巣 
（こんせんびょうそう） 
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